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本報告書は、社会安全研究財団が 3 年に 1 度行うこととしている「犯罪に対

する不安感等に関する調査研究」の第 3回目の調査結果をまとめたものである。 

刑法犯の認知件数は、平成 14 年の約 285 万件という戦後最多の数字から、平

成 19 年の約 190 万件にまで減少した。これは、警察庁が打ち出した施策である

平成 15 年「緊急治安対策プログラム」・平成 18 年「治安再生に向けた７つの重

点」を全国の警察が着実に実行してきたこと、また、国民の間に治安に対する

不安と関心が高まり、安全で安心できる社会作りのためにかつてない数の防犯

ボランティア団体（約 3 万 5 千団体）が結成され、その活動が相当の成果を生

んだ結果であると考えられる。 

とはいえ、相も変らぬ振り込め詐欺の横行、凶悪な銃器使用事件、暴力団関

連事件、インターネット犯罪の多発など我が国の治安は、かつての世界一安全

な国と言われたほどの安心感を国民に与えるには至っていない。 

今日では、犯罪の認知件数の減少と検挙率の増加がただちに国民の不安感の

減少にはつながらない。ここに本調査の意義がある。 

国民の犯罪に対する不安感を広範な角度から詳細に調査・分析した本報告書

が、実際の犯罪リスクと犯罪に対する不安感をバランスの取れたものにするた

めに、社会の安全と安心の確保に関心と責任を有する機関・団体や人々が何を

成すべきかを考える一助となれば幸いである。 
 

平成 20 年 3 月 

財団法人 社会安全研究財団 

専務理事 上田正文 
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